
注１）資格、実績及び受賞については書類等により客観的に評価する。
注２）参加者及び各業務担当者の受賞については問い合わせる場合がある。
注３）一次審査提案書は新伊達博物館建築設計業務プロポーザル審査委員会で採点する。
注４）参加者が５者を超える場合には当該評価基準に基づく採点により、合計点の高い順
から５者に限り提案を受ける。

【別紙３】

新伊達博物館建築設計業務プロポーザル１次審査（書類選考）評価基準

評価項目 評価内容 評価点 配点

参加者

の評価

技術職員数、有資格者数、

実績を評価する

技術職員数

３３有資格者数

実績の種類、件数

各業務

担当者の

資格

各担当分野について、

資格の内容により評価する

管理技術者

１１
主任担当者

建築（総合）

建築（構造）

電気設備

機械設備

建設コスト管理

各業務

担当者の

実績

各担当分野について、

同一業務・同種公共業務・公共業

務の実績により評価する

管理技術者

５４
主任担当者

建築（総合）

建築（構造）

電気設備

機械設備

建設コスト管理

参加者及び各

業務担当者の

受賞歴

参加者及び各業務担当者の受賞

歴により評価する

参加者（組織）としての受賞歴

３２管理技術者

主任担当者 建築（総合）

一次審査

提案書

基本構想及び基本計画に基づく、

宇和島市にとって魅力的な博物

館づくりの提案

知識

宇和島市にとって魅力的な

博物館を整備するために必

要な専門的知識や理論、独

自の視点を持ち合わせてい

るか

３０

７０
技術

建築に係る技術を収集し、

有効に活用できる能力があ

るか

２０

創意

当事業の特性を把握し、期

待する効果を発揮するため

の工夫や課題を改善するた

めの能力があるか

２０

合 計 ２００


